
令和5年度入学者選抜学力検査 【本試験】解説と解答 (注)解き方の一例です。

次の各問いに答えなさい。
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(4)2つの関数ν=α″2,ν =_÷ について,"の値が 1か ら 3ま で増加するときの変化の
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づ′́ク、ヽグとみじ
/ユ、/ノ、′7.2% 23＼ -? Jo, i).;,{ Po a*;
とⅢ｀ぢ)1キた,彼(メジ

｀
7]`〔

(詢 >?ノき23ギぜ21iど
多たな嗜″θ,テ tlヽん呼/>好れ

い
は

i“r」 /  . ^

桝杉1切 (■,メο一/と '上P

-3-

サ シ

ヽ
、

ノ

′

Ｇ

ケ コ



(7)下の図で,点 Aと 点 Bは円 0の周上にあり,直線 BCは円 0に接している。

∠OAC=37° , ∠BCA=15° ′)と き, ∠OAB= チ ツ °である。
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2 1 図 1の ように,関数 ν=α
“
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(3)図 2のように,υ 軸上を動く点P(0声 )(`>0)が ある。
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1 
野菜や果物の皮などの捨てる部分を廃棄部といい,廃棄部を除いた食べられる部分を可食部と

いう。廃棄部に含まれる食物繊維の割合は高く,エネルギーの割合は低い。そのため,可食部に

含まれる食物繊維の割合は低く,エネルギーの割合は高い。

ある野菜 Aの廃棄部と可食部それぞれの食物繊維の含有量とエネルギーを調べる。このとき,

次の各問いに答えなさい。

(1)廃棄部 40gあたりの食物繊維の合有量を調べたところ,3.08gで あった。廃棄部における

食物繊維の含有量の割合は
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(2)下の表は,野菜 Aと 可食部それぞれの 100gあたりの食物繊維の含有量とエネルギーを示し

たものである。

この表 と(1)の結果 用 い 野 A200gに お る可食部の ウエオさは g,廃棄部の

重さは カ キ gで ある。また,廃棄部 100gあた りのエネルギーは kcalで ある。
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4 図 1の ように,1辺の長 さが 2cmの立方体 ABCD―EFGHが ある。辺 AD,AB上 にそれぞれ
点 I,Jがあり,AI=AJ=lcmで ある。3点 G,I,Jを通る平而でこの立体を切ると,切 り口
は五角形 IJKGLに なる。
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このとき,次の各問いに答えなさい。

(1)図 2は この立方体の展開図の一部である。図 2において,3点 J,K,Gは一直線上にある

ため,BK= cmである。

図 2
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(2)図 3の ように,図 1の立方体の面 ABFEと 面AEHDをそれぞれ共有している2つの直方体
を考える。ただし,4点 M,J,I,Nは 一直線上にあるとする。
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